
矯正歯科用分析診断支援ソフト

Ｔｉｐ Ｅｄｇｅ
Ｖｅｒ１．５

操作マニュアル



「Ｔｉｐ Ｅｄｇｅ」を起動します

１．スキャナの電源を入れます。プリンタの電源を入れます。パソコンの電源を入れます。

→Ｗｉｎｄｏｗｓが立ち上がり、Ｗｉｎｄｏｗｓメニューが表示されます。

２．「ＴｉｐＥｄｇｅ」のショートカット をダブルクリックします。→「Ｔｉｐ

Ｅｄｇｅ」のメニュー画面が表示されます。

本システムは、新規患者の登録・分析・診断及び、既に登録済みの患者に対す

るデータのメンテ・追加を行います。新規の患者につきましては新規患者登録

～診断まで順番に作業する事が必要です。（既登録患者データのメンテ・追加

につきましては、後述します。）



ⅠⅠⅠⅠ.新規患者の作業.新規患者の作業.新規患者の作業.新規患者の作業

１．新規患者登録

(1)メニューバーの「新規」ボタンをクリックします。「新規患者登録」画面が表示されます。

(3)Case No.～初診日を入力します。 各入力枠（フィールド）への移動は、Tabキーまたは

リターンキーを押すか、マウスで入力枠をクリックします。

① Case No を入力します。(半角８桁） 入力例 12345678 , AAA-0001

② フリガナを入力します。 入力例…ｻﾄｳｲﾁﾛｳ

＜注意＞フリガナの苗字と名前の間にスペースを入れないで下さい。スペースを入

れると、検索時に正確な検索ができません。

③ 氏名を入力します。 入力例…佐藤 一郎

④ 性別を選択します。（初期値は女になっています。女の場合はそのまま次に進みま

す。男の場合は、→キーを押すか、マウスで ○ 男○ 男○ 男○ 男 をクリックします。）

⑤ 生年月日の年号を選択します。（初期値は西暦になっています。生年月日を西暦で

入力する場合はそのままで次に進みます。昭和または平成を選択する場合は、↓キ

ーを押すか、マウスで ○ 昭和○ 昭和○ 昭和○ 昭和 または ○ 平成○ 平成○ 平成○ 平成 をクリックします。）

⑥ 生年月日の年を入力します。 入力例… 西暦:1900 昭和:1～63 平成:1～

⑦ 生年月日の月を入力します。 入力例… 1～12

⑧ 生年月日の日を入力します。 入力例… 1～31

⑨ 初診日の年号を選択します。（初期値は西暦になっています。生年月日を西暦で入

力する場合はそのままで次に進みます。昭和または平成を選択する場合は、↓キー

を押すか、マウスで ○ 昭和○ 昭和○ 昭和○ 昭和 または ○ 平成○ 平成○ 平成○ 平成 をクリックします。）

⑩ 初診日の年を入力します。 入力例… 西暦:1900 昭和:1～63 平成:1～

⑪ 初診日の月を入力します。 入力例… 1～12

⑫ 初診日の日を入力します。 入力例… 1～31

※ 初診時年齢は生年月日及び初診日を入力することにより自動表示します。

(4)「登録」ボタンをクリックし登録します。入力をやめる場合は「キャンセル」ボタン

をクリックします。

(5)タイトルバーに患者の「Case No」「氏名」「年齢」「性別」が表示されます。

<補記> 入力ミスの場合「入力を訂正して下さい」のエラーメッセージを表示します。



２．問診（患者情報・問診・成長記録）登録

メニュバーの「問診」ボタンをクリックすると問診入力画面が表示されます。本画

面は、「患者情報・問診１・問診２・成長記録」で構成されています。新規登録で

登録された Case No、フリガナ、氏名、性別、生年月日、初診日、初診時年齢は既

に表示されています。

２－１．患者情報登録

(1)患者の正貌写真を取り込みます。取り込みできる写真の種類は、普通写真、ネガフ

ィルム、ポジフィルム（マウント含む）です。ＴＷＡＮ対応のイメージスキャナ、

フィルムスキャナより取り込みを行います。各取り込み方法につきましては、次ペ

ージの「患者顔貌写真取り込み方法患者顔貌写真取り込み方法患者顔貌写真取り込み方法患者顔貌写真取り込み方法」をご覧下さい。

(2)患者区分を選択します。

①患者区分コンボボックス のボタン をクリックします。→

リストが表示されます。

②リスト（新規・継続・転院）より該当の項目名をクリックすると選択し、画面に

表示されます。

(3)学校名学年（職業）～診療依頼先を入力します。

①学校名学年・職業をワープロ入力した後、リターンキー（ または[Enter]キー ）

を押します。→入力内容を確定します。

②もう一度リターンキー（または[Enter]キー）を押して次の入力枠(フィールド )

に移ります。

③〒番号以下、同様に入力します。

＜補足＞入力しない枠（フィールド）は、リターンキー（または[Enter]キー）で

飛ばして下さい。



２－２．問診１登録

(1)タブストリップ の「問診１」をクリックします。→

問診１画面が表示されます。

(2)主訴～身長までをリストボックスの中より選択するか、ワープロ入力します。

[ 選択例 ]

主訴コンボボックス の ボタンをクリックします。→リストが表

示されます。

該当する項目を

クリックします

リスト表示枠内に該当項目が

表示されていな時は、マウス

で上下して項目を表示します

[ 入力例 ]

選択した項目にワ－プロで追加入力をします。

「 上」の文字の前に

カーソルを合わせて

「母親に」 と入力し

確定します



２－３．問診２登録

(1)タブストリップ の「問診２」をクリックします。→

問診２画面が表示されます。

(2)顔貌の状態を入力（選択）します。

①側貌～アデノイド様顔貌までを選択入力します。

(3)現症を入力（選択）します。

①Midline Deviationの値を入力します。左または右のチェックボタンをクリックして

確定した後、ズレ値(mm)を入力します。

②Overbite、Overjetの値を入力します。

③側顎の動性～Gingvai conditionまでを選択入力します。

(4)Inpacted Tooth～Malformed Toothまでを入力します。

入力例： 8 8 3-4



２－４．成長記録登録

(1)タブストリップ の「成長記録」をクリックします。→

成長記録画面が表示されます。

(2)年齢にマウスマークを合わせてクリックします。→入力が可能になります。

(3)身長値を入力します。→グラフ内に点が表示されます。データが２つ以上入力された時

点で線間のラインが表示され、身長の度合い、成長の度合いがグラフとして表示されま

す。

(4) 保存ボタン をクリックし保存します。入力を止める場合はキャンセルボタン

をクリックします。



患者正貌写真の取り込み方法 (イメージスキャナ機種：ＥＰＳＯＮ ＧＴ－９６００）患者正貌写真の取り込み方法 (イメージスキャナ機種：ＥＰＳＯＮ ＧＴ－９６００）患者正貌写真の取り込み方法 (イメージスキャナ機種：ＥＰＳＯＮ ＧＴ－９６００）患者正貌写真の取り込み方法 (イメージスキャナ機種：ＥＰＳＯＮ ＧＴ－９６００）

(1)写真表示枠下の「スキャナ取込」ボタンをクリックします。

→ ソース（機種選択）画面が表示されます。

(2)ソースメニューの「EPSON TWAINPro(32-bit)」が選択されている事を確認した後選択ボタン

をクリックします。→取り込み処理画面が表示されます。

(3)取り込みする写真を準備

します。：普通写真、ネ

ガ、ポジ（マウント含む）

(4)原稿種、ｲﾒｰｼﾞﾀｲﾌﾟ、解像

度を設定します。

コンボボックス の をクリックし表示される

リストの中より該当の項目をクリックします。

取り込み写真別設定取り込み写真別設定取り込み写真別設定取り込み写真別設定

設 定 項 目 普 通 写 真 ポジ（マウント含む） ネ ガ

原 稿 種 ( D )

ｲﾒｰｼﾞﾀｲﾌﾟ(I)

出 力 機 器 ( E )

解 像 度 ( L )



(5)取り込む写真を、イメージスキャナにセットします。

後面

写真は裏向け

①イメージスキャナの上蓋(透過ユニット)を でセットする

を上げて写真を右図のようにセットします

②普通写真の場合は、透過ユニットのガラス

面に、白板を取り付けて下さい。

前面

(6)写真の取り込み操作を行います。（画面は普通写真＝原稿台設定です）

①プレビュー枠内のプレビュー

ボタンをクリックします。

プレビューとは

指定している出

力サイズに範囲

全体を取り込む

ことを言います

②プレビューが完了すると画像表示

領域に患者写真が表示されます。

③ プレビューされた患者写真の必要

な部分をマウスで枠指定(ﾄﾘﾐﾝｸﾞ)

します。

ﾏｳｽをｸﾘｯｸ

ﾄﾞ

ﾗ

写真 ﾂ

ｸﾞ

放す



④画面枠内の取り込みボタン をクリックします。→スキャナ読み取り

画面が表示されて取込みが開始されます。

⑤取り込みが完了すると、患者情報画面に戻り、写真が表示されます。



３．セファロ分析

メニューバーの「セファロ分析」ボタンをクリックするとセファロ分析画面

が表示されます。本画面では、セファロの取り込み～計測点のプロット～分

析結果の表示及びトレースを行います。

３－１．セファロの取り込み

(1)スキャナ取込みボタン をクリックします。 → ソース（機種選択）

画面が表示されます。

(2)ソースメニューの「EPSON TWAINPro(32-bit)」が選択されているいのを確認した後

ボタンをクリックします。→取り込み処理画面が表示されます。

(3)原稿種、ｲﾒｰｼﾞﾀｲﾌﾟ 解

像度を設定します。各

コンボボックスの

をクリックし表示され

るリストより下図のよ

うに設定します。

[設定]

＜注意＞ 解像度は、７２７２７２７２に必ず設定して下さい。



(4)セファロをイメージスキャナにセットします。

後面

①イメージスキャナの上蓋(透過ユニット)を

を上げてセファロを右図のようにセットし

ます。

②透過ユニットのガラス面の白板を外します 裏向けで

鼻部を左

③イメージスキャナの上蓋(透過ユニット)を にしてセ

閉じます。 ットしま

す。

前面

(5)セファロの取り込み操作を行います。

① プレビュー枠内のプレビューボタン

をクリックします。

②プレビューが完了する画像表示領域にセファロが

表示されます。

③プレビューされたセファロの必要な

部分をマウスで枠指定(ﾄﾘﾐﾝｸﾞ)しま

す。

◎

◎の位置でマウスの左ボタンをクリ

ックしたまま●の位置までずらし離

します（黄色の線）

ﾏｳｽをｸﾘｯｸ

ﾄﾞ ●

ﾗ

写真 ﾂ

ｸﾞ

放す



④取り込みボタン をクリック

します。→ 取り込みを開始します。

⑤取り込みが完了すると、セファロ分析画面に戻り、セファロが表示されます。

< 補 足 >

プレビュー完了後、画像（セファロ）の調整が可能です。必要に応じ

使用します。なお、使用方法はスキャナーのマニュアルをご覧下さい。



３－２．セファロ分析画面の機能３－２．セファロ分析画面の機能３－２．セファロ分析画面の機能３－２．セファロ分析画面の機能

セファロ取り込み枠

セファロ取り込み時点の選択、セファロ取り込み時点の選択、セファロ取り込み時点の選択、セファロ取り込み時点の選択、

取り込んだセファロの拡大及取り込んだセファロの拡大及取り込んだセファロの拡大及取り込んだセファロの拡大及

びセファロ撮影日の入力を行びセファロ撮影日の入力を行びセファロ撮影日の入力を行びセファロ撮影日の入力を行

いますいますいますいます

(1)取り込み時点の選択

ボタンをクリックし選

択します

(2)セ フ ァ ロ の 拡 大

取り込んだセファロの明度取り込んだセファロの明度取り込んだセファロの明度取り込んだセファロの明度

調整を行います調整を行います調整を行います調整を行います

① 取り込み時の状態の ボタンをクリックし選

チェックマークチェックマークチェックマークチェックマークを外します（レ印をクリックする） 択します

②明度調整バー明度調整バー明度調整バー明度調整バーを左右にドラッグします ＜本機能は、計測点のプロッ

＜本機能は、計測点のプロット、トレース作業 ト、トレース作業時に有効な

時に有効な機能です＞ 機能です＞

(3) 撮 影 日 の 入 力

セファロ分析画面切替タﾌﾞ 撮影日を入力します。

計測点のプロット計測点のプロット計測点のプロット計測点のプロット

セファロ分析画面切り替えタブの「計測点」をクリックします。

プロット・修正 計測点の説明プロット・修正 計測点の説明プロット・修正 計測点の説明プロット・修正 計測点の説明

① ボタンをクリック ボタンをクリッ

クすると計測点名が枠内 すると計測点の説明が表

に表示されます。 されます。

② マウスマークをセファロ

上に移動し、表示される

計測点名の順にプロット

します。

<注> プロットは連続打ちで

す。間違った場合は下記

の修正機能を使用します

③ 計測点のプロットを間違えた場合に使用します。

をクリックすると計測名点が表示されます。修正する

計測点をクリックしセファロ上に再度プロットします。

プロット順序変更プロット順序変更プロット順序変更プロット順序変更

ボタンを

クリックするとプ

ロット順序変更画

面が表示されます。

補助線機能については、後述の操作説明に記します



トレーストレーストレーストレース

セファロ分析画面切り替えタブの「トレース」をクリックします。トレース画

面が表示されます。

治療前のトレースを 各部位ボタンをクリック

完了すると、治療後 した後、セファロ上でト

～保定後トレースの レースします。開始点で

時に部位(パーツ)の クリックしコーナー部で

貼り付け及びクリア クリックを繰り返し、終

機能が働きます。 点でダブルクリックする

＊詳細は後述します 一筆書き方式です。

上顎第一大臼歯ボタンを

クリックすると、パーツ

上・下大臼歯を貼り が表示されます。マウス

つけした後、回転さ でドラッグして咬合面を

せて合わせます。 合わせます。

（ 下顎も同様 ）

分析結果の表示分析結果の表示分析結果の表示分析結果の表示

セファロ分析画面切り替えタブの「分析」をクリックします。分析結果画面が

表示されます。





３－３．撮影日の入力（治療前のセファロが取り込まれています）３－３．撮影日の入力（治療前のセファロが取り込まれています）３－３．撮影日の入力（治療前のセファロが取り込まれています）３－３．撮影日の入力（治療前のセファロが取り込まれています）

撮影日入力枠にカーソルを合わせ、撮影日を入力します。

時 点
治療前を示しています

拡大率 入力例：
現在の倍率が100%であ
る事を示しています 明度

明度の調整は、計測
点及びトレース時に
見やすいレベルに合
わせて、プロット・
トレースを行います
＊詳細は前項３－２
参照

３－４．計測点のプロット順序変更３－４．計測点のプロット順序変更３－４．計測点のプロット順序変更３－４．計測点のプロット順序変更

計測点のプロットに先立ち、計測点の「プロット順序変更」を行います。プロット順序を
変更は、Ｄｒ個々のプロット順を設定して頂く為と、本機能の補助線機能を有効に使用し
手頂く為のものです。補助線機能とは、下記の３点のプロット点を明確にガイドするため
の機能です。

Ｇｏ点（Ａｒ点から下顎枝後縁への接線と下顎下縁への接線との交点）
Ｐｏ点（下顎オトガイ隆起部の最突出点）
ＳＰｏ点（軟組織のオトガイ隆起部の最突出点）

下顎枝後縁の接線設定用補助線は、Ａｒ点がプロットされた時に表示されます
下 顎 下 縁の接線設定用補助線は、Ｍｅ点がプロットされた時に表示されます
従って、上記３点は、Ａｒ点、Ｍｅ点の後に設定する必要があります。

(1)プロット順序変更ボタン をクリックします。プロット順序変更画面が
表示されます。

(2)現在のプロット順が表示されています。プロットを行う順の計測点名をクリック
し をクリックすると新しい順序枠内に新しい順序が表示されます。

図は、Ｓ→Ｎ→Ｏｒ→ＡＮＳ→ＰＮＳ→
の順に設定中のものです

(3)プロット順序設定完了後 ボタンをクリックすると新しいプロット順序
が確定しプロット順序変更画面を閉じます。（取り止めるまたはやり直す場合は

ボタンをクリックします）



３－５．計測点のプロット（計測点プロット順の設定がＡ図の設定されている状態で説明）３－５．計測点のプロット（計測点プロット順の設定がＡ図の設定されている状態で説明）３－５．計測点のプロット（計測点プロット順の設定がＡ図の設定されている状態で説明）３－５．計測点のプロット（計測点プロット順の設定がＡ図の設定されている状態で説明）

－Ａ図－Ａ図－Ａ図－Ａ図－
(1)開始ボタン をクリックします。
枠内に一番目のプロット点、Ｓが表示さ
れます。

(2) マークをセファロのＳ点にドラッグし、マウスをクリック
し確定します。

<注>一度確定すると修正はできませんので慎重
にプロットして下さい。修正は、すべての
点のプロット完了後、後述の「修正」機能
を使って修正します。

(3) 続けて表示される、Ｎ点からＬｉ点までをプロットします。

Ｎ点からＬｉ点までをプロットした状態



(4) 続いてＭｅ点をプロットします。 (5) 下顎下縁への接線用補助線の左□枠内に
→下顎下縁への接線用補助線が表示 マウスマークを合わせクリックし下顎下
されます。 縁接線までドラッグします。

(6) 続いてＰｏ点設定用補助線の□枠内に (7) Ｐｏ点をプロットします。
マウスマークを合わせクリックしPo点
接線までドラッグします。

(8) 次に、Ｐｏ点設定用補助線の□枠内に (9) SPo点をプロットします。
マウスマークを合わせクリックしSPo
点までドラッグします。



(10)次にＡｒ点をプロットします。→Ｇｏ点 (11)下顎下枝縁までドラッグし、交点にＧｏ点
プロット用の補助線が表示されます。 をプロットします。

(12)続けてＰｏ点をプロットします。 (13)以上でプロットが完了し、プロット枠内に
「完了」と表示されます。

(14)計測点のプロット完了後、Ｇｏ及びＰｏｇプロット用補助線の消去を行います。

① Ｇｏ点の消去 → Ｇｏのチェックマークをクリックします。
② Ｐｏｇ点の消去 → Ｐｏｇのチェックマークをクリックします。

＜補足＞

計測点のプロットをより正確に行いたい場合は、「拡大機能」を使用します。

①拡大率ボタンをクリックします。
②拡大率をクリックします。

③拡大状態で計測点のプロットを行います。（後述の、トレーズ時にも使用可）



３－６．プロットの修正（プロット完了後、プロット点を修正する場合に使用します）

(1)修正枠内の ボタンをクリックするとプロット点名が表示されます。

(2)修正する計測点をクリックしセファロ上に再度プロットします。

計測点の説明計測点の説明計測点の説明計測点の説明

① 計測点説明ボタン をクリック
すると計測点の説明が表示されます。

② 計測点名をクリックすると、計測点の説明が
表示されます。

３－７．トレース３－７．トレース３－７．トレース３－７．トレース

(1)セファロ分析画面切り替えタブの「トレース」をクリックします。トレース画面が表示されます。

トレース部位ボタン
(2)トレース部位ボタン「前頭骨」 をクリックします。

(3)セファロの前頭骨部のトレース開始位置（□）でクリックします。一筆書き方式でＮ点間のコ
ーナー部位で２～３点クリックし、終点（Ｎ点）でダブルクリックし終了します。

開 始 点 で
ク リ ッ ク

コーナー①
でクリック

コーナー②
でクリック

終点（N点）
でＷクリック

＜修正について＞
プロット終了後でも修正は自由に行えます。修正は、□及び□にマウスマークを合わせドラ
ッグして微修正します。また、□及び□は、トレースライン（緑線）上を自由に動かす事が
できます。



(4)同様に(2)(3)の操作を繰り返し「軟組織・下」までをトレースします。

トレース例トレース例トレース例トレース例

オルビターレ 軟組織・上
ナジオン 上 顎 骨

下 顎 骨 下顎下縁
蝶骸裂

セ ラ
軟組織・下

(5)プロットボタンの「上顎第一大臼歯」をクリックします。→上顎第一大臼歯パーツを表示します。



(6)上顎第一大臼歯パーツを上顎第一大臼歯咬合面にドラッグします。

(7)回転ボタン を使用して合わせます。（回転後の微調整も可能です）

(8)下顎第一大臼歯パーツも同様に操作し、下顎第一大臼歯に合わせます。

＜補足１＞ トレース途中及び完了時に、既にトレースしたパーツを消す場合は ボタン
をクリックします。

＜補足２＞ 治療前のトレースを完了すると、次回（治療中から保定後）のトレース時にパーツの
貼り付け機能が働きます。貼り付け機能は、顎成長の少ない部位等に利用すると、再
度トレースする手間が省けます。

貼り付け機能の使用方法貼り付け機能の使用方法貼り付け機能の使用方法貼り付け機能の使用方法

①貼り付けする部位ボタンをクリックした後 ボタンをクリックします。
②コピー元の選択画面が表示されます。

③治療前をクリックします。→治療前
のパーツが表示されます。移動、微
修正を行います。



３－８．分析結果の表示

(1)セファロ分析画面切り替えタブの「分析」をクリックします。分析結果画面が表示されます。



４．模型分析

メニューバーの「模型分析」ボタンをクリックすると模型分析画面が表示さ

れます。本画面では、Available Space の計測、歯列弓－歯槽弓の計測、歯

冠近遠心巾径の計測～Ａ・Ｌ・Ｄの計算を行います。

４－１．Available Space の計測

(1)模型をイメージスキャナにセットします。

後面

①イメージスキャナの上蓋(透過ユニット)を

を上げて模型を右図のようにセットします

下 上

顎 顎

裏向けで ↓ ↑

↑方向が前

歯部にして

セッします

前面

(2)スキャナ取込みボタ ンをクリックします。 → ソース（機種選択）

画面が表示されます。



(3)ソースメニューの「EPSON TWAIN(32-bit)」が選択されている事を確認した後

ボタンをクリックします。→ スキャナより模型が取り込まれます。

(4)上顎、下顎各計測点のプロットを行います。別紙計測ポイント表参照

＜上顎＞ 別紙計測ポイント表を参照して下さい

1.ＵＩ点→ＵＭＲ点→ＵＭＬ点→ＵＣ点の順序でプロットします。

2.ＵＣ点がプロットされた後、Available Spaceが計算され表示されます。

＜下顎＞ 別紙計測ポイント表を参照して下さい

1.ＬＩ点→ＬＭＲ点→ＬＭＬ点→ＬＣ点の順序でプロットします。

2.ＬＣ点がプロットされた後、Available Spaceが計算され表示されます。

プロット完了画面

Available Space表示 治療目標で設定された移動巾表示



(5)上顎骨の拡大が必要な場合は、「上顎骨の拡大」のリストボックス内の拡大巾を選択します。

(6)計測点のプロットを拡大を利用して行いたい場合は、「拡大率」リストボックス内の拡大率

を選択します。

４－２．歯列弓－歯槽弓の計測

(1)タブストリップ の「歯列弓－歯槽弓」をクリックすると歯列弓

－歯槽弓の計測画面が表示されます。

(2)計測データを入力します。

入力と同時にグラフが表示されます。



４－３．歯冠近遠心巾径の計測

(1)タブストリップ の「歯冠近遠心巾径」をクリックすると歯冠

近遠心巾径の計測画面が表示されます。

(2)計測データを入力します。

入力と同時にグラフが表示されます

歯冠幅径総和が表示されます



(3) タブストリップの６歯グラフをクリックし６歯グラフを表示します。

(4) 抜歯シミュレーション

上顎左右、下顎左右のボタンをクリックすると抜歯部位は表示されますので

抜歯部位を選択しクリックします。



(5) タブストリップの１２歯グラフをクリックし１２歯グラフを表示します。

(6) 抜歯シミュレーション

上顎左右、下顎左右のボタンをクリックすると抜歯部位は表示されますので

抜歯部位を選択しクリックします。

(7) デジタルノギスによる計測（オプション）

オプションによりデジタルノギスによる計測ができます。使用時に接続ポート

の設定を行います。（操作方法は別紙）



４－４．Ａ・Ｌ・Ｄの計算

(1)タブストリップ の「Ａ・Ｌ・Ｄ・」を

クリックするとＡ・Ｌ・Ｄの計算画面が表示されます。

(2)歯間近遠心巾径画面で１～５歯のデータが入力（すなはち欠損歯等

のない場合）されている場合は、計算結果が表示されます。

(3)歯間近遠心巾径画面で１～５歯のデータのいずれかが未入力（すな

はち欠損歯等のある場合）の場合は、入力待ち状態で画面が表示さ

れます。（例：上顎左５が欠損歯の場合）



(4)欠損データの入力方法

4-1. Ｘ線での計測値を入力

Ｘ線（セファロ）を計測しその計測値を入力します。

例：７．６０と入力します

Ｘ線での倍率０．９を乗じた値(6.91)が表示されます

4-2. 平均値を入力

①模型での計測値枠をクリックします。

②補助入力ボタンがＯＮになります。

③平均値ボタンをクリックすると平均値が入力されます。

4-3. 反対値を入力

①模型での計測値枠をクリックします。

②補助入力ボタンがＯＮになります。

③反対値ボタンをクリックすると反対値が入力されます。



4-4. 入力値を元に戻す方法

①模型値ボタンをクリックします。

4-5. ボタンをクリックして模型分析を終了します。



５．診断

5-1.診断１（セファロ・模型分析結果表示）

メニューバーの「診断」ボタンをクリックすると模型分析画面を表示

します。本画面では分析結果の評価を行い抜歯有無の判定を行います。

①セファロ及び模型分析結果より

トータルディスクレパンシーを

算出します。

②鼻唇角、上唇の位置、下唇の

位置の分析結果を表示します。

③治療による下顎切歯とA-Poラ

インの判定を表示します。

④鼻の高さ・成長の有無、オトガイ ⑤Wits分析の結果を表示します。

の突出度・成長の有無、外科的手

術の要否、外科的手術の必要な場

合の術式等決定（入力）します。

詳細次ページ



((((1)鼻の高さ・成長の有無の判定)鼻の高さ・成長の有無の判定)鼻の高さ・成長の有無の判定)鼻の高さ・成長の有無の判定

ボタンクリック で選択します。

ボタンクリック で選択します。

((((2)オトガイの突出度・成長の有無の判定)オトガイの突出度・成長の有無の判定)オトガイの突出度・成長の有無の判定)オトガイの突出度・成長の有無の判定

ボタンクリック で選択します。

ボタンクリック で選択します。

((((3)外科的処置の要否)外科的処置の要否)外科的処置の要否)外科的処置の要否

ボタンクリック で選択します。

→不要が選択された場合 と表示されます。

→要が選択された場合 と表示され「外科

的処置の種類」選択画面が開きます。

ボタンをクリックしリストより処置の種類

を選択します

ボタンをクリックすると

診療依頼先記入画面を表示します ボタンをクリックすると

外科的処置の種類図を表示します。

＊記録する場合は医院名他を入力して

「保存」ボタンをクリックします。

入力されたデータは問診－患者情報

に反映されます。

＊記録しない場合は「ｷｬﾝｾﾙ」をｸﾘｯｸします



5-2.診断２（抜歯・非抜歯の決定画面）

(1)タブストリップの 「診断２」をクリックすると抜歯

非抜歯の決定ガイド画面を表示します。 本画面では抜歯非抜歯の

決定を行います。

(2)各判定項目の Yes・Noの判定を行いチェックマークをクリックします。

＜判定＞

①判定項目にすべて Noの場合は非抜歯症例となります。上図の表示

となります。

ボタンをクリックす ボタンをクリックすると判

ると判定基準が表示されます。 定のガイド図を表示します



②判定項目に１つでも Yesのある場合は抜歯症例となります。「抜歯

または隣接面の削合の判定」が表示されます。

③抜歯部位または隣接面の削合部位（数字）を入力します。



６．治療計画

メニューバーの「治療計画」ボタンをクリックすると治療計画画面が

表示されます。本画面では、診断結果を参照して治療開始年月日、治

療期間及び治療上の留意点等の治療計画を入力します。



７．評価

メニューバーの「評価」ボタンをクリックすると治療結果の評価画面

が表示されます。本画面では、治療結果を入力します。

7-1.治療結果をワープロ入力します。

7-2. ボタンをクリックすると、セファロの重ね合わせ画面が表

示されます。



(1)分析したセファロの角度の表示

①タブストリップの「全体」をクリックします。

②対象データ枠内のチェックボタンをクリックします。

（例）治療前をクリックします

③治療前のセファロが表示されます。

④補助線枠内のチェックボタンをクリックすると角度が表示されます。

＜注＞角度がセファロと重なっている場合は、マウスで移動できます。



⑤治療中～保定後まで同様の操作を行います。

(2)全体の重ね合わせ

①タブストリップの「全体」をクリックします。

②対象データ枠内のチェックボタンをクリックします。

（例）治療前をクリックします

治療後をクリックします

③基準平面・基準点選択ボタンをクリックします。→基準平面・基準

点が表示されます。

④重ね合わせる基準平面・基準点をクリックします。

（例）F-H.Sをクリックします。

⑤治療前と治療後のセファロが表示されます。



(3)上顎の重ね合わせ

①タブストリップの「上顎」をクリックします。

②対象データ枠内のチェックボタンをクリックします。

（例）治療前をクリックします

治療後をクリックします

③基準平面・基準点選択ボタンをクリックします。→基準平面・基準

点が表示されます。

④重ね合わせる基準平面・基準点をクリックします。

（例）ANS-PNS.PNSをクリックします。

⑤治療前と治療後の上顎セファロが表示されます。



(4)下顎の重ね合わせ

①タブストリップの「下顎」をクリックします。

②対象データ枠内のチェックボタンをクリックします。

（例）治療前をクリックします

治療後をクリックします

③基準平面・基準点選択ボタンをクリックします。→基準平面・基準

点が表示されます。

④重ね合わせる基準平面・基準点をクリックします。

（例）Mand.P-Meをクリックします。

⑤治療前と治療後の下顎セファロが表示されます。



(5)プロフィロの重ね合わせ

①タブストリップの「プロフィロ」をクリックします。

②対象データ枠内のチェックボタンをクリックします。

（例）治療前をクリックします

治療後をクリックします

③基準平面・基準点選択ボタンをクリックします。→基準平面・基準

点が表示されます。

④重ね合わせる基準平面・基準点をクリックします。

（例）F-H.Sをクリックします。

⑤治療前と治療後のプロフィロが表示されます。



８．印刷

メニューバーの「印刷」をクリックすると印刷画面が表示されます。

本画面では、資料の印刷を行います。

8-1.すべての資料を印刷する場合

① ボタンをクリックします。→各資料のチェックボックス

にチェックマークが着きます。

② ボタンをクリックします。

☆すべて選択を取りやめる場合は、 をクリックします

8-2.一部の資料を印刷する場合

①印刷する資料のチェックボックスをクリックします。（複数可）

② ボタンをクリックします。

<注> セファロの重ね合わせ印刷は、重ね合わせ条件の指示が必要です

8-3.印刷を止める場合は、 ボタンをクリックします。



９．終了

本プログラムを終了する場合はメニューバーの「終了」をクリックします。


